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は
し
が
き
―
「
武
士
の
町
」
大
坂
―

　

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
四
月
、
兵
庫
県
立
歴
博
物
館
（
以
下
、
歴
博
と
略
称
）

第
四
代
館
長
に
就
任
し
て
思
い
が
け
ず
も
一
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
「
一
〇
年
一

昔
」
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
歳
月
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
が
続
け
て
い
た
歴
史
研
究
と
は
別

に
、
博
物
館
と
い
う
現
場
で
歴
史
を
学
ぶ
日
々
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
恩
恵
を
、
ま
と
ま
っ

た
形
で
書
き
記
す
余
裕
は
ま
だ
な
い
。
だ
が
そ
の
歳
月
の
間
、考
え
続
け
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
週
に
二
日
、
大
阪
か
ら
姫
路
に
移
動
す
る
こ
と
か
ら
来
る
距
離
感
で
あ
る
。

　

か
つ
て
「
新
修
神
戸
市
史
」
の
編
纂
に
従
事
し
た
こ
と
で
阪
神
間
の
距
離
感
は
、
西
の

端
の
西
区
（
旧
国
で
言
え
ば
播
磨
の
一
部
）
も
含
め
て
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
と

は
訳
が
違
う
、
い
や
桁
が
違
う
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
明
石
か
ら
姫
路
ま
で
の
距

離
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
播
磨
が
、
い
か
に
大

き
い
か
を
物
語
る
。
こ
れ
ま
で
大
阪
に
暮
ら
し
、
大
阪
で
学
び
、
大
阪
で
考
え
て
き
た
身

で
は
捉
え
ら
れ
な
い
「
何
か
」
が
あ
る
。
そ
れ
を
一
言
で
言
え
ば
、「
播
磨
」
と
い
う
国
は
、

わ
た
し
に
と
っ
て
「
異
世
界
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
認
識
は
、
博
物
館
友
の
会
の
方
々
と
出
会
い
、
交
流
す
る
中
で
深
ま
り
、
い
ま
も

深
化
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
後
、「
第
二
の
故
郷
」
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
る
ほ

ど
の
豊
か
な
経
験
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
実
感
す
る
が
、
そ
れ
は
所
詮
、
わ
た
し
個
人
の

人
生
で
の
話
。
そ
の
距
離
感
を
、
異
世
界
観
を
、
歴
史
研
究
者
な
ら
「
学
問
的
に
考
え
て

み
よ
」
と
、
も
う
一
人
の
わ
た
し
が
問
い
か
け
る
。

　

館
長
と
し
て
過
ご
し
た
一
一
年
は
、
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
た
歳
月
と
も
い
え
る
が
、

歴
史
研
究
者
と
し
て
の
「
根
」
が
大
阪
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
考
え
て
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
ど・

う・

播
磨
に
飛
躍
す
る
か
、
が
問
題
で
あ
っ
た
が
、
意
外
に
も
そ
の
カ
ギ
は
、「
武

士
の
町
」
大
坂
と
い
う
わ
た
し
自
身
の
問
い
か
け
に
あ
っ
た
。

　

館
長
就
任
以
前
の
平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
）に
、小
著『
武
士
の
町
―「
天
下
の
台
所
」

の
侍
た
ち
―
』（
中
公
新
書
、
二
〇
二
〇
年
講
談
社
学
術
文
庫
と
し
て
復
刊
）
を
発
表
し

て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
問
い
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
手
掛
か
り
を
得
た
。
具
体
的
に
は
同

一
四
年
、
有
志
で
始
め
た
「
大
坂
諸
藩
研
究
会
」
を
通
じ
て
そ
の
問
い
か
け
が
、
広
が
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
坂
周
辺
に
は
尼
崎
や
明
石
・
岸
和
田
の
大
藩
を
除
く
と
、
知
行
高
二
万
石
前
後
の
小

さ
な
藩
が
多
い
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
と
大
坂
城
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
よ
う
と
す
る
ア

イ
デ
ア
で
あ
っ
た
の
で
、「
小
藩
研
究
会
」
と
も
称
さ
れ
た
が
、そ
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、

【
資
料
紹
介
】

　

 
泊
園
書
院
藤
澤
東
畡
と
豊
岡
藩
主
京
極
高
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
館
蔵
資
料
「
尊
道
巻
」
の
紹
介
を
兼
ね
て
―

	

藪　

田　
　
　

貫
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平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
度
の
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究

代
表
者
は
京
都
大
学
人
文
学
研
究
所
教
授
岩
城
卓
二
氏
で
あ
っ
た
（
岩
城
科
研
と
略
称
）

が
、
幸
い
に
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
四
年
間
、
継
続
し
て
調
査
・

研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

（
注
１
）。

　

い
ま
思
い
返
し
て
み
て
そ
の
開
始
が
、
館
長
就
任
時
に
重
な
っ
て
い
た
の
は
願
っ
て
も

な
い
僥
倖
と
い
う
ほ
か
な
い
。
館
長
と
し
て
、「
ひ
ょ
う
ご
五
国
」―
現
在
の
兵
庫
県
域
が
、

主
に
摂
津
・
播
磨
・
丹
波
・
但
馬
・
淡
路
の
旧
五
国
（
一
部
を
含
む
）
か
ら
な
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
行
政
用
語
―
の
実
情
を
知
る
と
い
う
課
題
と
、
近
世
史
研
究

者
と
し
て
の
課
題
が
、
共
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、「
播
磨
」の
宍
粟
山
崎
藩
本
多
家
と「
但

馬
」
の
豊
岡
藩
京
極
家
の
調
査
で
あ
っ
た
。

　

宍
粟
山
崎
藩
本
多
家
に
は
、
先
学
に
導
か
れ
て
宍
粟
市
の
公
益
財
団
法
人
山
崎
本
多
記

念
館
を
訪
れ
、
大
名
本
多
家
の
記
録
、
と
く
に
藩
主
の
動
静
を
詳
し
く
記
し
た
「
御
用
部

屋
日
記
」
が
、
江
戸
・
国
許
、
大
坂
と
揃
っ
て
い
る
と
い
う
稀
有
な
状
況
に
出
会
い
、
魅

入
ら
れ
た

（
注
２
）。

　

そ
の
結
果
、
手
掛
か
り
が
生
ま
れ
た
。
大
坂
と
播
磨
・
但
馬
を
繋
ぐ
手
掛
か
り
が
、
見

つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
公
儀
の
城
・
大
坂
城
に
、
城
代
や
定
番
・
加
番
と
い
う
形
で
大
坂

勤
め
を
す
る
諸
大
名
は
、
譜
代
大
名
を
中
心
に
諸
国
に
散
在
し
て
い
る
が
、
譜
代
大
名
山

崎
本
多
家
は
、
そ
の
常
連
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
江
戸
・
国
許
の
「
御
用
部
屋
日
記
」
に
接

続
す
る
形
で
、
在
坂
期
の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
貴
重
な
史
料
で
あ
っ
た
の

で
、「
宍
粟
山
崎
藩
天
保
六
年
大
坂
在
番
日
誌
」
と
し
て
本
誌
に
連
載
し
、
そ
れ
を
う
け

て
著
し
た
の
が
小
論
「
大
坂
加
番
と
藩
政
」
で
あ
る

（
注
３
）。

　

幸
い
に
も
同
じ
発
想
は
、
豊
岡
市
教
育
委
員
会
の
援
助
を
受
け
て
始
ま
っ
た
同
じ
兵
庫

県
域
の
小
大
名
、
但
馬
豊
岡
藩
京
極
家
で
も
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
『
豊
岡
市
史
』

編
纂
を
通
じ
て
、
大
名
京
極
家
と
家
老
職
を
代
々
勤
め
た
舟
木
家
に
そ
れ
ぞ
れ
、
相
当
の

文
書
群
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
が
、現
地
に
残
る
舟
木
家
文
書
に
狙
い
を
定
め
た
。

大
阪
と
豊
岡
の
距
離
感
も
、
姫
路
に
負
け
ず
大
き
か
っ
た
が
、
四
季
を
通
じ
て
の
調
査
は
、

但
馬
の
風
土
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
、
印
象
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
と
く
に
平
成
二
十
六

年
二
月
半
ば
、
駅
前
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
翌
朝
、
窓
越
し
に
市
街
地
一
面
の
真
っ
白
な
積

雪
を
見
た
瞬
間
は
忘
れ
が
た
い

（
注
４
）。

　

た
だ
し
調
査
を
通
じ
て
、
浮
か
び
上
が
る
史
料
と
史
実
は
、
宍
粟
山
崎
本
多
家
と
但
馬

豊
岡
京
極
家
と
で
は
相
当
、趣
を
異
に
し
た
。
宍
粟
山
崎
本
多
家
で
は
「
御
用
部
屋
日
記
」

を
通
し
て
藩
主
の
動
向
が
詳
細
に
分
か
る
の
に
対
し
、
豊
岡
藩
の
場
合
は
、
若
き
藩
主
が

「
学
文
好
き
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
勤
番
中
の
大
坂
で
み
ず
か
ら
出
前
講
義
を
受
け
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
喜
ん
だ
わ
た
し
は
、
早
速
、
執
筆
中
の
小
著
『
武
士
の

町
大
坂
』
に
取
り
込
ん
だ
。

　

こ
う
し
て
加
番
・
大
番
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
は
、「
政
事
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
文
事
」

を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
嘉
永
四
～
五
年
（
一
八
五
一
～
五
二
）
に
加
番
を
勤

め
た
但
馬
豊
岡
藩
京
極
家
で
は
在
坂
中
、
大
坂
淡
路
町
に
泊
園
書
院
を
開
い
て
い
た

藤
沢
東
畡
を
城
内
に
呼
び
寄
せ
、
藩
主
・
藩
士
と
も
ど
も
講
義
を
聞
い
て
い
る
。
さ

ら
に
そ
の
招
聘
に
も
か
か
わ
っ
た
家
老
の
猪
子
清
は
、
直
後
、
藩
主
の
許
し
を
得
て
、

入
塾
し
て
い
る
。
当
時
二
〇
歳
の
猪
子
で
あ
る
が
、
七
年
後
に
は
、
同
藩
の
学
校
奉

行
兼
藩
校
取
締
と
な
っ
て
い
る
。

　

勢
い
余
っ
て
、地
元
豊
岡
の
名
士
、猪
子
清
に
及
ん
で
い
る
が
、情
報
源
は
『
豊
岡
市
史
』

に
あ
る
。
同
書
下
巻
（
一
九
八
七
）「
出
身
人
物
列
伝
」
に
は
こ
う
記
す
（
以
下
、
傍
線

は
筆
者
に
よ
る
）。

　

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
豊
岡
藩
重
臣
猪
子
正
方
の
二
男
（
長
男
は
早
世
）
に
生
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ま
れ
た
。
幼
名
謙
三
郎
、
長
じ
て
左
家
太
、
後
に
清
・
一
新
、
さ
ら
に
改
め
て
一
清

と
名
乗
っ
た
。
大
坂
の
儒
学
者
藤
沢
東
畡
に
学
ん
だ
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四

月
御
側
年
寄
役
に
、
翌
明
治
二
年
十
一
月
三
八
歳
の
と
き
豊
岡
藩
大
参
事
（
版
籍
奉

還
以
前
の
筆
頭
家
老
に
当
た
る
）
に
進
ん
だ
。
四
年
七
月
に
は
藩
は
県
と
改
称
さ

れ
、そ
の
豊
岡
県
が
十
一
月
に
廃
県
と
な
る
と
翌
五
年
に
は
上
京
し
太
政
官
に
出
仕
、

十
八
年
に
「
法
制
局
七
等
出
仕
」
を
辞
し
て
京
都
在
住
の
長
男
止
戈
之
助
宅
に
隠
居

し
た
。
二
十
七
年
四
月
没
、
六
二
歳
で
あ
っ
た
。

　

簡
潔
な
文
章
の
中
に
、「
大
坂
の
儒
学
者
藤
沢
東
畡
に
学
ん
だ
」
と
あ
る
が
、
そ
の
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。
豊
岡
市
サ
イ
ド
と
し
て
は
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う
が
、
舟
木
家
文

書
の
調
査
は
、
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

そ
こ
に
朗
報
が
届
く
。
な
ん
と
足
下
の
歴
博
に
、『
尊
道
巻
』
と
題
す
る
巻
物
で
、
も

と
も
と
泊
園
書
院
藤
澤
家
所
蔵
の
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
藤
沢
東
畡
が
豊
岡
藩
家
中
の
猪
子
清
に
宛
て
た
書
簡
が
、
歴

博
と
と
も
に
兵
庫
県
公
館
県
政
資
料
館
歴
史
資
料
部
門
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
と
な
っ
た

（
注
５
）。

兵
庫
県
史
編
纂
に
か
か
わ
る
収
集
資
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
わ
た

し
の
前
に
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
泊
園
書
院
と
は
、
関
大
教
員
で
あ
っ
た
時
代
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
関
西
大
学
が
、
泊
園
書
院
を
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
す
る
こ
と
か
ら
、
記
念
会
が
組
織
さ
れ

て
お
り
、
わ
た
し
自
身
そ
の
会
長
を
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
以
降
、
退
職
ま
で
勤
め
、

泊
園
書
院
と
藤
沢
東
畡
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
注
６
）。

そ
れ
は
大
坂
を

「
武
士
の
町
」
と
並
ん
で
「
学
問
の
町
」
と
し
て
見
る
こ
と
を
生
み
出
し
、『
武
士
の
町
大

坂
』
に
言
う
「
政
事
と
文
事
」
に
結
実
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
怱
々
の
内
に
記
し
た
も
の

で
、
当
然
、
熟
考
さ
れ
た
結
果
と
は
言
い
難
い
。
と
く
に
『
尊
道
巻
』
が
貴
重
な
館
蔵
資

料
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
ず
れ
適
当
な
時
宜
を
得
て
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
た

が
、
こ
の
度
、
そ
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

一　

泊
園
書
院
と
「
尊
道
巻
」

　

さ
て
泊
園
書
院
は
、
創
始
者
で
あ
る
藤
沢
東
畡
（
一
七
九
四
～
一
八
六
四
）
以
下
、
南

岳
・
黄
鵠
・
黄
坡
の
三
世
四
代
に
わ
た
り
、
お
よ
そ
一
三
〇
年
の
間
、
大
阪
の
地
で
営
ま

れ
た
私
塾
、
漢
学
塾
で
あ
る
。
東
畡
そ
の
人
は
、
関
西
・
大
阪
二
一
世
紀
協
会
の
編
著
『
な

に
わ
大
坂
を
つ
く
っ
た
一
〇
〇
人-

一
八
世
紀
～
一
九
世
紀
編-

』（
二
〇
一
九
）
に
木

村
蒹
葭
堂
や
大
塩
平
八
郎
ら
と
並
ん
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

『
尊
道
巻
』
と
題
す
る
巻
子
は
そ
の
書
院
の
記
念
品
、
と
く
に
初
代
院
主
藤
沢
東
畡
の

輝
か
し
い
功
績
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
書
院
の
手
で
作
成
さ
れ
た
逸
品
で
あ
る
。
そ
ん

な
貴
重
な
文
化
財
が
い
つ
塾
外
に
流
出
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
写
真

に
見
る
よ
う
に
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。
広
げ
て
み
る
と
次
々
と
文
書
が

顔
を
出
し
、「
尊
道
巻
」
と
い
う
名
前
か
ら
得
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
の
齟
齬
が
甚
だ
し
い
。

写真１
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む
し
ろ
実
際
は
、
一
三
点
の
文
書
を
張
り
合
わ
せ
た
も
の
に
「
尊
道
巻
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
が
付
け
ら
れ
た
と
理
解
す
る
方
が
素
直
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
、『
第
二
十
二
回
泊
園
同
窓
会
誌
』（
一
九
一
一
、
泊
園
文

庫
自
筆
稿
本
、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
に
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
載
る

（
注
７
）。

　

 

「
我
東
畡
先
生
が
凡
そ
一
年
有
余
、
城
内
に
て
毎
月
両
度
魯
論
を
講
じ
ら
れ
た
際
、
公

　
　

よ
り
受
け
ら
れ
た
る
款
待
の
記
念
巻
な
り
」

　

一
方
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
の
時
点
で
二
代
院
主
南
岳
は
、「
当
時
京
極
公

よ
り
賜
た
る
品
目
と
、
名
代
よ
り
し
て
の
消
息
と
を
一
巻
に
装
し
、
尊
道
巻
と
題
せ
ら
れ

た
」
と
箱
書
き
し
、
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
前

半
六
点
が
「
京
極
公
よ
り
賜
た
る
品
目
」
で
あ
り
、
後
半
七
点
が
「
名
代
よ
り
し
て
の
消

息
」
と
な
る
。
文
中
の
京
極
公
と
は
、
播
磨
国
豊
岡
を
居
城
と
し
た
一
万
五
千
石
の
大
名
、

豊
岡
藩
主
京
極
高
厚
を
指
す
。

　

本
稿
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、「
尊
道
巻
」
の
全
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
。
後
に

詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
収
め
ら
れ
た
手
紙
に
は
差
出
さ
れ
た
月
日
が
書
か
れ
て
い
る

が
、
豊
岡
藩
主
京
極
高
厚
が
大
坂
城
加
番
と
し
て
城
内
中
小
屋
に
居
た
の
は
、
嘉
永
四

（
一
八
五
一
）
年
八
月
か
ら
翌
年
七
月
末
ま
で
で
あ
る
。
加
番
と
は
、
大
坂
城
内
を
警
固

す
る
職
務
で
、
二
万
～
三
万
石
の
諸
大
名
が
幕
府
の
命
で
務
め
た
軍
役
で
、
主
力
で
あ
る

大
坂
城
代
、
京
橋
・
玉
造
両
定
番
を
補
助
す
る
意
味
か
ら
「
加
番
」
と
さ
れ
た
。
城
内
に

あ
る
四
つ
の
加
番
小
屋
、
す
な
わ
ち
山
里
・
青
屋
口
・
中
小
屋
・
鴈
木
坂
の
四
ヶ
所
に
家

臣
を
率
い
て
駐
留
し
、
大
阪
城
を
守
護
す
る
の
が
務
め
で
あ
っ
た
（
詳
し
く
は
『
武
士
の

町
大
坂
』
参
照
）。
八
月
初
め
に
入
城
し
、
翌
年
七
月
末
に
交
替
す
る
と
い
う
一
年
任
期

で
あ
っ
た
の
で
、「
凡
そ
一
年
有
余
」
と
い
う
の
は
正
確
を
欠
く
。

　

こ
の
よ
う
に
「
尊
道
巻
」
の
中
身
が
判
明
し
て
み
る
と
、
な
ぜ
、「（
京
極
）
公
よ
り
受

け
ら
れ
た
る
款
待
の
記
念
巻
」
に
、「
尊
道
巻
」
と
い
う
題
名
が
付
け
ら
れ
た
の
か
気
に

な
る
。
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
大
坂
淡

路
町
に
開
塾
し
た
泊
園
藤
沢
東
畡
が
、
町
人
や
諸
藩
の
武
士
の
門
人
で
な
く
、
正
真
正
銘
、

藩
主
で
あ
る
大
名
に
招
か
れ
て
進
講
し
た
記
念
の
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

私
塾
は
ど
れ
だ
け
門
人
を
集
め
よ
う
と
、
所
詮
、
私
塾
で
あ
る
。
し
か
し
大
名
に
進
講

し
た
と
な
れ
ば
、
話
が
違
っ
て
く
る
。
実
際
大
坂
に
は
、
懐
徳
堂
と
い
う
幕
府
公
認
の
漢

学
塾
が
あ
り
、
武
家
と
の
結
び
つ
き
は
ま
こ
と
に
濃
密
で
あ
っ
た
（
梅
渓
昇
『
大
阪
府
の

教
育
史
』
一
九
九
八
、
思
文
閣
出
版
は
、
懐
徳
堂
の
官
学
化
と
表
現
し
て
い
る
）。
中
井

竹
山
ら
そ
の
学
主
た
ち
は
代
々
、
大
坂
に
勤
務
す
る
幕
府
役
人
、
大
坂
城
代
や
加
番
、
大

坂
町
奉
行
・
代
官
な
ど
に
「
論
語
」
や
「
貞
観
政
要
」
な
ど
を
講
釈
す
る
の
が
慣
わ
し
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
に
つ
い
て
は
、
当
の
塾
主
か
ら
も
、
講
義
を
受
け
る
武
家
・
大
名
の
側

か
ら
も
複
数
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

な
か
ん
ず
く
大
名
と
の
関
わ
り
を
遺
憾
な
く
示
す
の
は
昌
平
黌
で
学
ん
だ
篠
崎
小
竹

（
名
は
弼
）
で
、
漢
詩
集
『
今
世
名
家
文
鈔
』
巻
二
に
は
、「
送
朽
木
公
序
」「
送
節
山
板

倉
公
序
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

前
者
は
「
福
知
山
朽
木
侯
之
来
副
鎮
坂
城
也
、
其
師
佐
藤
一
斎
先
生
使
廷
弼
伴
讀
焉
」

と
あ
る
よ
う
に
、
丹
波
福
知
山
藩
主
朽
木
綱
張
が
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
八
月
か
ら

十
四
年
七
月
ま
で
「
副
鎮
坂
城
」。
つ
ま
り
大
坂
城
山
里
加
番
を
勤
め
た
折
に
、
城
内
で

進
講
し
た
こ
と
を
機
縁
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
進
講
、
小
竹
の
師
で
あ
る
儒
学

者
佐
藤
一
斎
の
勧
め
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

一
方
、「
送
節
山
板
倉
公
序
」
は
天
保
十
一
年
八
月
の
年
期
を
も
つ
が
、
前
年
八
月
か

ら
山
里
加
番
で
あ
っ
た
上
野
安
中
藩
主
板
倉
勝
明
が
勤
務
を
終
え
、
帰
国
す
る
に
際
し
て

詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
。
「
安
中
板
倉
侯
、
敏
而
好
学
、
其
来
副
鎮
坂
也
、
時
召
弼
侍
讀
経
史
」

と
あ
る
よ
う
に
、
文
事
に
通
じ
た
彼
も
ま
た
、
小
竹
か
ら
講
義
を
受
け
て
い
た
（
板
倉
を

は
じ
め
文
事
に
通
じ
た
大
名
に
つ
い
て
は
、
福
井
久
蔵
の
大
著
『
諸
大
名
の
学
術
と
文
藝
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の
研
究
』
一
九
三
七
、
厚
生
閣
が
、
そ
の
概
要
を
教
え
、
今
な
お
有
益
で
あ
る
）。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
洗
心
洞
主
人
大
塩
平
八
郎
も
、加
番
勤
務
の
大
名
と
接
点
が
あ
っ

た
。
『
洗
心
洞
詩
文
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
「
南
至
日
陪
烏
山
候
代
人
作
」
に
言
う
下
野
烏

山
藩
主
大
久
保
氏
の
場
合
、
藩
主
忠
成
は
文
化
四
（
一
八
〇
七
）、
同
八
、
同
十
二
、
文

政
三
（
一
八
二
〇
）
年
と
四
度
も
務
め
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
次
期
藩
主
忠
保

と
代
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
保
三
年
八
月
に
は
、
丹
後
田
辺
藩
牧
野
節
成
が
中
小
屋
加

番
と
し
て
着
坂
す
る
が
、
翌
年
六
月
付
で
大
塩
が
家
老
で
儒
学
者
の
牛
窪
謙
下
に
送
っ
た

手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
（
相
蘇
一
弘
『
大
塩
平
八
郎
書
簡
の
研
究
』
二
）。
話
題
は
、
主

著
『
洗
心
洞
箚
記
』
を
贈
る
こ
と
か
ら
と
、
出
会
う
日
取
り
を
通
知
す
る
も
の
で
、
文
中
、

文
章
家
と
し
て
知
ら
れ
た
儒
学
学
者
野
田
笛
浦（
一
七
九
九
～
一
八
五
九
）の
名
が
見
え
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
大
塩
が
初
め
て
大
名
家
に
招
か
れ
て
講
義
し
た
の
は
、
近
江
大
溝
藩
主

分
部
光
貞
で
あ
る
が
、
藤
樹
書
院
に
ほ
ど
近
い
こ
と
か
ら
、
書
院
で
の
講
義
の
後
、
藩
邸

に
招
か
れ
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
分
部
公
、
六
年
八
月
か
ら
一
年
、
青
屋
口
加

番
と
し
て
大
坂
勤
め
を
果
た
す
が
、
そ
の
先
例
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、
先
代
光
実

が
中
小
屋
加
番
を
勤
め
た
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
実
例
を
検
討
す
る
と
、
大
坂
城
の
加
番
制
度
は
、
特
定
の
大
名
家
と
私
塾
の

儒
者
が
大
坂
で
出
会
う
機
会
を
保
証
し
て
お
り
、
参
勤
し
た
江
戸
で
昌
平
黌
出
身
の
学
者

ら
と
出
会
う
機
会
と
並
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
機
会
を
、
後
発
の
儒
学
者
が
真
似
な
い
わ
け
は
な
い
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

十
月
、
江
戸
か
ら
大
坂
に
帰
っ
た
広
瀬
旭
荘
も
、
早
速
、
五
日
に
大
手
町
の
札
場
に
使
い

を
送
り
、
城
内
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
午
後
入
城
講
于
公
所
如
例
、
黄
昏
帰
」
と

定
期
的
に
入
城
の
記
事
が
出
る
が
、
そ
の
行
き
先
は
豊
後
府
内
藩
主
松
平
近
説
の
い
る
青

屋
口
加
番
小
屋
で
あ
る（「
日
間
瑣
事
備
忘
」『
広
瀬
旭
荘
全
集
』日
記
編
、一
九
八
二
）。
「
府

内
侯
学
業
躋
、
皆
謂
先
生
之
啓
沃
之
力
也
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
旭
荘
の
学
識
も
ま
た

際
立
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
に
東
畡
を
置
い
て
み
る
時
、
一
刻
も
早
く
、
学
者
と
し
て
の
才
能
が
、
幕
府
や
大

名
家
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
し
て
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
絶
好
の
機
会

が
、
開
塾
し
て
二
六
年
目
に
、
豊
岡
藩
主
京
極
高
厚
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
。
招
聘
状
な
ど
を
記
念
と
し
て
取
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
の
も
、
け
だ
し
当
然
で

あ
ろ
う
。

　

そ
の
意
味
で
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
～
五
年
は
、
泊
園
書
院
の
歴
史
に
と
っ
て
画
期
的

な
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
画
期
性
は
の
ち
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
藩
主
京
極
高
厚
と
の
出

会
い
は
、
泊
園
書
院
に
も
う
一
つ
の
意
味
を
与
え
た
。
そ
れ
は
藩
主
が
加
番
勤
務
を
終
え
、

国
許
に
帰
る
に
際
し
、
家
臣
猪
子
左
家
太
（
清
）
を
残
し
、
泊
園
書
院
に
入
門
さ
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
は
た
し
て
「
泊
園
書
生
姓
名
録
」
に
は
彼
の
名
が
、「
八
月
七
日
入
塾
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
（『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
』
二
〇
一
〇
）。
「
尊
道
巻
」
に
収
め

ら
れ
た
手
紙
の
中
に
、
猪
子
左
家
太
の
東
畡
宛
書
簡
が
あ
る
よ
う
に
、
当
時
彼
は
、
藩
主

高
厚
に
随
い
大
坂
城
内
に
詰
め
て
い
た
。
さ
ら
に
藩
主
が
大
坂
を
離
れ
た
の
ち
も
、
そ
の

ま
ま
大
坂
に
残
り
、
泊
園
書
院
の
寄
宿
生
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
藩
主
京
極
高

厚
と
の
出
会
い
は
、
私
塾
泊
園
書
院
の
地
位
を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
名
の
家
臣
を
高
弟

と
し
て
獲
得
す
る
と
い
う
機
会
に
も
な
っ
た
。

　
　

二　

泊
園
書
院
と
藤
沢
東
畡

　

さ
て
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
開
塾
さ
れ
た
泊
園
書
院
に
は
、
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
か
ら
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
か
け
て
の
年
度
別
入
塾
者
が
、
東
畡
の

筆
に
な
る
「
泊
園
書
生
姓
名
録
」
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
通
学
生
を
含
ま
ず
、
寄
宿
生
の
み

の
数
値
と
思
わ
れ
る
が
、
連
年
一
〇
名
か
ら
二
〇
名
程
度
の
入
塾
が
あ
り
、
一
七
年
間
の

総
数
は
二
八
八
名
で
あ
る
。
ま
た
出
身
地
別
に
み
る
な
ら
、
出
身
地
讃
岐
が
四
七
名
と
多

く
、
つ
い
で
大
坂
二
一
、
紀
伊
二
〇
、
摂
津
一
八
と
続
く
。
距
離
的
に
は
遠
い
肥
前
出
身
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者
が
一
一
名
い
る
が
、
蔵
屋
敷
の
存
在
を
考
え
た
と
き
、
あ
な
が
ち
想
定
で
き
な
い
数
値

で
は
な
い
。

　

こ
れ
だ
け
の
門
人
が
、
東
畡
（
一
七
九
四
～
一
八
六
四
）
の
下
に
ど
の
よ
う
に
し
て
集

ま
る
に
至
っ
た
か
は
検
討
す
る
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
近
世
後
期
の
大
坂
に
は
、
学
問
所

が
林
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
享
保
年
間
に
開
塾
さ
れ
た
懐
徳
堂
が
船
場
、
尼
崎
町
に
あ
る
。
天
満

で
は
、
町
奉
行
所
与
力
大
塩
平
八
郎
（
一
七
九
三
～
一
八
三
七
）
が
洗
心
洞
を
創
設
し
、

文
政
八
年
頃
に
は
「
体
裁
ほ
ぼ
整
い
、
塾
生
一
七
、
八
人
」
で
あ
っ
た
（
宮
城
公
子
『
大

塩
平
八
郎
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
）。
ま
た
篠
崎
小
竹
（
一
七
八
一
～
一
八
五
一
）

が
主
宰
す
る
梅
花
社
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に

い
た
る
三
五
年
間
に
、
総
計
一
四
八
八
名
の
門
下
生
を
数
え
る
な
ど
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
。

総
数
の
多
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
出
身
地
も
関
西
圏
は
も
ち
ろ
ん
、
東
は
奥
州
、
西

は
九
州
に
い
た
る
広
い
範
囲
で
門
人
を
集
め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
大

坂
で
は
、
最
大
の
私
塾
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
廣
瀬
旭
荘
（
一
八
〇
七

～
一
八
六
三
）
が
在
坂
中
に
開
い
た
塾
に
は
、
天
保
七
年
～
弘
化
四
年
の
間
に
、
の
べ

二
五
六
名
が
入
門
し
て
い
る
。
大
阪
市
中
が
六
五
名
と
多
い
の
が
特
長
で
あ
る
（『
大
阪

府
の
教
育
史
』）。

　

こ
う
し
た
漢
学
・
漢
詩
中
心
の
私
塾
が
競
い
合
う
環
境
の
な
か
、
泊
園
書
院
も
出
発
し

て
い
る
。
東
畡
に
遅
れ
る
こ
と
一
〇
年
余
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
豊
後
日
田
か
ら

来
坂
し
た
旭
荘
は
、
塾
を
開
く
に
あ
た
っ
て
「
諸
生
を
教
候
ニ
ハ
京
阪
ハ
六
ツ
敷
候
、
名

を
揚
候
は
至
て
易
候
」
と
兄
淡
荘
に
伝
え
た
と
い
う
。
個
人
と
し
て
名
を
挙
げ
る
の
は
容

易
だ
が
、
門
人
を
集
め
る
の
は
困
難
だ
、
と
い
う
意
味
だ
が
、
そ
れ
は
東
畡
も
味
わ
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
開
塾
後
、
門
人
帳
が
記
さ
れ
は
じ
め
る
ま
で
に
八
年
を
要
し
て
い
る
の

は
、そ
の
辺
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
方
、旭
荘
は
ま
た
「
儒
者
仲
間
は
何
れ
も
和
熟
、

党
と
申
者
無
之
」と
述
べ
、「
小
竹
を
筆
頭
に
い
わ
ば
も
ち
つ
も
た
れ
つ
の
学
者
文
人
仲
間
」

の
様
相
を
伝
え
て
い
る
（『
大
阪
府
の
教
育
史
』）。

　

年
不
詳
十
二
月
十
日
付
、
宮
地
佐
仲
宛
書
簡
で
篠
崎
小
竹
は
、「
諸
字
学
風
之
儀
被
仰

下
候
、
委
敷
者
不
存
候
得
と
も
、
東
畡
ハ
讃
州
中
山
城
山
と
申
、
徂
徠
学
人
之
門
下
ニ
候

間
、
蘐
園
流
よ
り
近
来
ハ
博
く
被
致
候
」
と
述
べ
、
つ
づ
け
て
「
廣
瀬
者
木
子
ニ
て
博
く

書
を
被
読
、記
憶
も
宜
敷
候
人
、経
説
ハ
一
家
を
成
候
積
と
被
存
候
」
と
書
い
て
い
る
（
関

西
大
学
図
書
館
所
蔵
）。
学
者
文
人
仲
間
の
筆
頭
で
あ
る
小
竹
が
、
徂
徠
学
者
と
し
て
東

畡
が
一
目
置
か
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
興
味
深
い
。

　

藤
沢
東
畡
が
儒
家
と
し
て
『
新
撰
浪
華
名
流
記
』
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
の
こ
と
で
あ
る
（
住
居
は
瓦
町
）。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
大
坂
の
人
名
録
へ

の
最
初
の
登
場
で
あ
ろ
う
。
三
年
後
の
嘉
永
元
年
（
一
八
五
一
）
刊
行
『
浪
花
当
時
人
名

録
』
に
は
淡
路
町
堺
筋
と
し
て
出
る
が
、
序
列
は
、
篠
崎
小
竹
・
並
河
又
一
郎
・
中
井
脩

二
・
後
藤
松
蔭
・
斎
藤
鑾
江
に
次
ぐ
六
番
手
で
、
東
畡
の
後
に
旭
荘
が
来
る
。
こ
の
当
時
、

東
畡
も
旭
荘
も
、
大
坂
文
人
グ
ル
ー
プ
の
新
参
者
と
い
う
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　

旭
荘
の
日
記
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
を
め
く
り
東
畡
の
登
場
を
拾
う
と
、
弘
化
四
年
正
月

二
日
に
初
め
て
見
え
る
（
旭
荘
は
弘
化
三
年
十
月
一
日
、
大
坂
に
帰
住
）。

　

  

卯
上
刻
牌
携
稼
一
郎
出
賀
葛
岡
仲
英
・
藤
澤
東
畡
主
人
供
屠
蘇
使
其
子
恒
太
郎
見
年

　
　

甫
六
歳

　

早
朝
、
年
賀
の
挨
拶
廻
り
に
出
か
け
た
旭
荘
は
瓦
町
の
泊
園
書
院
を
訪
れ
、
東
畡
と
当

時
六
歳
の
嫡
子
恒
太
郎
（
の
ち
の
南
岳
）
に
会
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
篠
崎
小
竹
・
中
西

耕
石
・
後
藤
春
草
（
松
蔭
）・
篠
崎
訥
堂
（
竹
蔭
）
ら
文
人
仲
間
宅
を
廻
る
。
こ
の
記
事

を
皮
切
り
に
東
畡
の
名
は
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
中
に
し
ば
し
ば
見
え
、
年
始
と
中
元
の

時
期
に
ほ
ぼ
毎
年
、
登
場
す
る
。
両
者
の
付
き
合
い
が
恒
常
化
し
て
い
る
現
れ
で
あ
る
が
、

な
か
に
は
「
東
畡
使
人
来
借
蒙
古
源
流
」（
弘
化
四
年
九
月
二
十
日
）、「
東
畡
門
人
紀
人

某
来
見
乞
字
」（
嘉
永
元
年
四
月
十
七
日
）「
訪
東
畡
主
人
供
酒
戌
下
牌
帰
」
の
よ
う
な
記

事
が
見
え
、
親
密
の
度
を
加
え
て
い
る
。
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そ
の
後
、
再
度
、
大
坂
の
人
物
譜
に
東
畡
が
出
る
の
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

刊
行
の
『
浪
華
名
流
記
』
で
、
落
合
雙
石
に
次
い
で
二
番
手
に
登
場
す
る
。
懐
徳
堂
の

並
河
寒
泉
（
一
七
九
六
～
一
八
七
九
）
や
篠
崎
小
竹
の
後
継
者
と
目
さ
れ
た
後
藤
松
蔭

（
一
七
九
七
～
一
八
六
四
）
に
先
ん
じ
て
い
る
。

　

儒
学　

藤
沢
東
畡　

名
甫
字
元
発
号
泊
園
称
昌
蔵
、
以
寛
政
甲
寅
生
讃
岐
高
松
府
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寓
瓦
坊
第
二
街
、
少
受
業
於
本
府
中
山
城
山
、
其
学
出
自
蘐
園
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
本
藩
俸

　

五
年
の
間
に
地
位
を
一
気
に
上
げ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
間
に
、
嘉
永
四
年
の
豊
岡
藩
主

京
極
高
厚
へ
の
進
講
が
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
す
で
に
六
〇
歳
を
超
え
、
大
坂
で
の
地
位
が

頂
点
を
極
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
高
ま
る
東
畡
の
名
声
が
、
出
身
地
高
松
藩
に
伝
わ
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
な
に

し
ろ
門
人
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
讃
岐
出
身
者
で
あ
っ
た
。
幸
い
、
高
松
藩
家
老

で
文
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
木
村
黙
老
（
一
七
七
四
～
一
八
五
六
）
の
随
筆
「
続
聞
ま
ゝ

の
記
」（
神
宮
文
庫
蔵
）
に
、
東
畡
に
関
す
る
記
述
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る

（
注
８
）。

　

嘉
永
二
年
酉
集
の
五
十
に
は
、
ま
ず
片
山
達
稿
「
東
征
日
課
」
が
あ
る
。
前
年
八
月
、

許
し
を
得
て
昌
平
黌
か
ら
大
坂
に
向
か
っ
た
片
山
は
、
二
十
八
日
船
で
天
保
山
に
着
き
、

翌
日
「
訪
篠
崎
小
竹
藤
沢
東
畡
二
老
」。
さ
ら
に
「
会
郷
人
冨
家
生
寓
在
藤
澤
氏
塾
、
遂

俱
過
四
天
王
寺
、
抵
平
野
郷
含
翠
堂
」
と
、
小
竹
と
東
畡
を
相
次
い
で
訪
問
す
る
。
そ

の
上
で
、
当
時
、
東
畡
が
出
向
し
て
い
た
大
坂
の
東
郊
平
野
に
あ
る
私
塾
含
翠
堂
に
同

道
す
る
。
そ
こ
で
痛
飲
、
翌
九
月
朔
日
、
泊
園
書
院
に
戻
る
が
、
そ
の
後
、
藩
邸
に
至
り
、

三
十
石
船
で
夜
中
、
伏
見
に
向
か
っ
た
。

　

五
十
二
に
は
、「
嘉
永
四
辛
亥
大
坂
な
る
儒
者
藤
澤
甫
東
畡
之
詩
」
が
筆
録
さ
れ
て
い
る
。

　

嘉
永
辛
亥
、
豊
岡
候
之
副
鎮
于
浪
華
城
也
、
聘
幣
召
甫
使
講
論
語
于
廨
舎
、
恩
禮
殊
渥
、

　
　

且
喜
且
懼
而
賦

　
　

誰
将
姓
字
達
高
闈　

召
命
懃
々
不
敢
違　

敝
履
出
門
還
自
訝　

安
車
到
巷
本
攸
稀

　
　

升
筵
講
説
愧
師
徳　

棒
盞
献
酬
忘
爵
威　

為
是
使
君
尊
道
義　

珠
経
頓
覚
発
光
輝

　

読
み
下
す
だ
け
の
能
力
が
筆
者
に
は
な
い
が
、こ
の
詩
の
中
に
「
尊
道
」
の
語
句
が
あ
る
。

「
京
極
公
よ
り
賜
た
る
品
目
と
、名
代
よ
り
し
て
の
消
息
と
を
一
巻
」
に
装
丁
し
た
も
の
が
、

東
畡
に
よ
っ
て
「
尊
道
巻
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

こ
の
七
言
律
詩
は
、『
東
畡
先
生
詩
存
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
十
二
葉
裏
）
ほ
か
、『
東

畡
先
生
文
集
』
巻
三
に
「
送
奉
豊
岡
侯
序
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
る
（『
泊
園
書
院
歴
史

資
料
集
』）。

　

嘉
永
四
年
十
月
下
旬
、
家
老
舟
木
氏
を
介
し
て
出
講
を
求
め
ら
れ
た
経
緯
か
ら
始
め
、

「
講
一
月
二
次
」、
つ
ま
り
ひ
と
月
に
二
度
の
予
定
で
出
講
し
た
（
陪
聴
す
る
者
が
三
十
人

ほ
ど
）
が
、
論
語
二
十
篇
の
講
釈
が
在
任
期
限
の
八
月
末
ま
で
に
終
わ
ら
な
い
と
分
か
る

と
回
数
を
増
や
し
、
七
月
中
に
完
了
し
た
の
で
、
高
厚
公
も
喜
ん
だ
、
と
記
し
て
い
る
。

文
中
、「
市
中
一
書
生
、
豈
敢
貪
公
侯
之
恩
以
為
栄
哉
。
雖
然
公
之
遇
書
生
、
尊
道
義
也
」

と
あ
り
、
藩
主
高
厚
公
が
市
中
の
一
書
生
を
厚
遇
し
た
こ
と
を
「
道
義
を
尊
ぶ
」
と
讃
え

て
い
る
。
そ
れ
が
「
尊
道
巻
」
の
由
来
で
あ
る
。

　

木
村
黙
老
（
一
七
七
四
～
一
八
五
六
）
の
随
筆
「
続
聞
ま
ゝ
の
記
」
は
、
こ
こ
で
終
わ

ら
な
い
。
六
十
追
加
の
弐
に
は
、「
藤
沢
東
畡
大
坂
御
入
次
第
」
と
し
て
、「
大
坂
来
翰
写

十
一
月
二
十
六
日
到
来
」
を
載
せ
る
。
全
文
は
、
以
下
の
通
り
（
読
点
を
入
れ
た
が
、
欠

字
は
原
文
通
り
）。

　
　

追　

啓

帯
刀
人
儒
者　

藤
沢
東
畡
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右
者
、
此
元
御
加
番
京
極
飛
騨
守
殿
此
度
入
門
被
致
度
旨
、
前
以
家
老
舟
木
老

之
助
使
者
ヲ
以
内
意
被
申
入
、
其
後
表
向
飛
騨
守
殿
為
名
代
、
右
同
人
行
列
等

取
繕
東
畡
方
江
罷
越
、
今
般
入
門
被
致
候
旨
被
申
入
、
鮮
鯛
一
折
樽
代
五
百
疋

直
名
目
録
ヲ
以
被
相
贈
、
去
ル
八
日
初
而　
　

御
城
入
仕
候
ニ
付
迎
使
者
被
指

向
、
駕
篭
并
若
党
弐
人
草
履
取
為
迎
罷
越　
　

御
城
入
仕
候
所
、
殊
之
外
手
重

之
御
取
扱
ニ
而
対
面
被
致
、
於
居
間
盃
事
有
之
、
論
語
講
釈
相
初
、
万
々
首
尾

能
相
済
、
外
聞
実
義
共
冥
加
至
極
難
有
旨
申
出
候
、
尤
阿
之
方
指
引
人
取
扱
向

手
続
書
申
受
罷
り
帰
候
由
ニ
而
指
出
候
間
、
写
壱
通
掛
御
目
申
候
、
阿
之
方
指

図
ニ
而
飛
騨
守
殿
対
座
仕
、
始
終
帯
剣
ニ
而
罷
有
、
講
釈
之
席
ハ
上
座
江
相
進
、

盃
之
節
ハ
飛
騨
守
殿
席
ヲ
被
出
浮
候
由
并
已
後
者
一
ヶ
月
壱
度
ツ
ツ　
　

御
城

入
仕
候
筈
ニ
御
座
候
由
、
且
飛
騨
守
殿
ニ
者
当
年
十
九
歳
被
相
成
候
得
共
、
殊

之
外
文
学
之
志
、
別
而
古
学
被
相
好
候
様
子
、
東
畡
物
語
ニ
者
御
座
候
、
此
段

全
為
御
心
得
得
貴
意
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
西
茂
十
郎

　

一
読
し
て
明
ら
か
な
と
お
り
、
前
述
し
た
豊
岡
藩
主
京
極
公
に
対
す
る
大
坂
城
内
屋
敷

で
の
進
講
を
伝
え
る
手
紙
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
公
の
東
畡
へ
の
「
入
門
」
と
あ
る
。
ま

た
高
厚
公
が
、
当
年
と
っ
て
弱
冠
、
一
九
歳
の
青
年
藩
主
で
文
学
、
こ
と
に
「
古
学
を
好

む
」
人
物
と
記
さ
れ
、
東
畡
招
聘
の
背
景
が
垣
間
み
え
る
。
手
紙
に
は
さ
ら
に
「
藤
澤
東

畡
御
手
続
書
」（「
尊
道
巻
」
の
史
料
⑦
）
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

　

差
出
人
の
香
西
茂
十
郎
は
、
お
そ
ら
く
高
松
藩
蔵
屋
敷
の
留
守
居
と
思
わ
れ
る
が
、
ま

だ
確
証
を
得
て
い
な
い
（
蔵
屋
敷
は
玉
江
橋
の
た
も
と
、
現
在
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

の
立
つ
場
所
に
あ
っ
た
）。
「
帯
刀
人
」
と
は
、
帯
刀
を
許
さ
れ
た
武
士
や
牢
人
を
指
す
が
、

大
坂
市
中
に
住
む
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
に
は
、
東
西
の
町
奉
行
所
に
届
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
東
畡
は
、市
中
の
瓦
町
（
の
ち
淡
路
町
）
に
住
み
な
が
ら
、

名
字
帯
刀
を
認
め
ら
れ
た
身
分
で
あ
っ
た
。
名
字
帯
刀
を
認
め
た
の
は
当
然
、
出
身
地
高

松
の
藩
主
松
平
頼
胤
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の
大
坂
で
の
動
静
は
逐
一
、
高
松
藩
に
把

握
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

京
極
高
厚
へ
の
進
講
の
翌
年
、
嘉
永
五
年
八
月
に
東
畡
は
高
松
藩
の
士
分
（
中
士
）
に

列
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
東
畡
は
、
帯
刀
人
か
ら
高
松
藩
家
来
に
変
わ
っ
た
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
五
月
、
東
畡
は
さ
ら
に
、
廣
瀬
旭
荘
・
後
藤
松
蔭
・
並
河
寒
泉
・

中
井
桐
園
ら
と
と
も
に
御
城
入
り
儒
者
の
一
人
と
し
て
選
ば
れ
た
。
大
坂
の
儒
者
と
し
て

は
最
高
の
ラ
ン
ク
で
あ
る
。
そ
れ
を
伝
え
る
書
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（『
泊
園
』
第

一
九
号
、
一
九
三
六
）。

　
　

別　

啓

　
　

五
月
二
十
五
日
西
御
番
所
よ
り
高
松
御
留
守
居
へ
ケ
様
之
書
付
来
り
候

松
平
讃
岐
守
家
来　

藤
澤
昌
蔵

　

右
昌
蔵
義
、
御
城
入
儒
者
ニ
可
申
付
旨
、
御
城
代
松
平
伊
豆
守
殿
よ
り
被
相
達
候
間
、

其
趣
可
被
申
上
候
、

　

突
然
の
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
の
指
示
に
対
し
、
蔵
屋
敷
留
守
居
で
は
至
急
、
本
藩
へ
連

絡
を
取
り
、
藩
主
の
意
向
を
確
か
め
た
上
で
、
六
月
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。

　

拙
者
家
来
藤
澤
昌
蔵
義
御
城
入
儒
者
可
被
仰
付
旨
、
在
坂
之
家
来
共
よ
り
申
越
承
知
致

　

候
、
於
拙
者
大
慶
存
候
、
右
為
御
請
以
使
者
申
達
候

　

東
畡
は
、
七
月
六
日
大
坂
城
内
に
入
り
、
大
坂
城
代
松
平
信
古
に
進
講
し
、
後
藤
松
蔭

ら
三
名
と
と
も
に
御
城
入
り
儒
者
と
な
っ
た
（
旭
荘
は
辞
退
し
た
）。
そ
の
直
後
、
東
畡
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は
尼
崎
藩
に
も
進
講
を
求
め
ら
れ
る
。
大
坂
城
内
で
の「
御
入
門
式
」の
の
ち
七
月
二
十
日
、

嫡
子
恒
太
郎
を
同
伴
、
尼
崎
城
本
丸
に
登
城
、
藩
主
松
平
忠
栄
と
「
子
弟
之
御
杯
」
を
交

わ
し
、
翌
日
帰
阪
し
て
い
る
。

　

後
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
二
代
院
主
南
岳
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
春
、
東
畡
の
没

後
五
〇
年
を
記
念
し
て
『
菁
莪
録
』（
泊
園
文
庫
蔵
）
を
編
ん
だ
。
東
畡
門
人
五
〇
人
を

載
せ
た
も
の
だ
が
、
別
扱
い
で
「
束
脩
を
行
い
、
弟
子
の
禮
を
執
っ
た
」
大
名
と
し
て
豊

岡
藩
主
京
極
高
厚
と
尼
崎
藩
主
松
平
忠
栄
の
二
名
を
上
げ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
初
代
院
主
藤
沢
東
畡
の
豊
岡
藩
主
京
極
高
厚
へ
の
出
講
は
、
泊
園
書
院
の
歴

史
の
一
大
ト
ピ
ッ
ク
と
位
置
付
け
ら
れ
、「
尊
道
義
」
と
題
す
る
書
軸
が
生
ま
れ
た
の
で

あ
る
。

　
　

三  

「
尊
道
義
」
の
紹
介

　

さ
て
つ
ぎ
に
、「
尊
道
巻
」
と
さ
れ
た
巻
子
を
紹
介
す
る
。
各
文
書
に
つ
い
て
は
便
宜

的
に
、
表
題
（
仮
題
）
を
付
け
、
巻
頭
か
ら
巻
末
に
順
番
を
施
し
た
。
写
真
２
・
３
で
見

る
よ
う
に
、
前
半
の
目
録
は
大
判
一
段
で
あ
る
が
、
後
半
の
書
状
は
切
紙
二
段
で
貼
り
付

け
ら
れ
て
い
る
。
翻
刻
に
当
っ
て
は
、
原
状
を
尊
重
し
前
半
は
一
段
組
み
と
し
、
後
半
は

二
段
組
で
紹
介
す
る
。
な
お
、
史
料
は
読
み
下
し
、
適
宜
、
読
点
を
施
し
た
。
旧
字
・
異

体
字
な
ら
び
に
改
行
は
原
文
に
従
い
、
末
尾
に
若
干
の
補
注
を
施
し
た
。

写真２（⑥目録）
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写真３（⑦⑧書状）

① 　

「
目　

録
」　

　　
　

鮮　

鯛　
　
　
　

一
折

　
　
　

御
樽
代　
　
　
　

五
百
疋

　
　
　
　

以　

上　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
飛
騨
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
飛
騨
守
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

舟
木
老
之
助

② 　

「
目　

録
」　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

白
砂
糖　
　
　

一
箱　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
飛
騨
守

③ 　

「
目　

録
」　

　
　
　

御　

肴　
　
　

一
折

　
　
　

御
扇
子　
　
　

一
箱

　
　
　
　

以　

上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
飛
騨
守
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④ 　

「
目　

録
」

　
　
　

御
太
刀　

一
腰

　
　
　

御
馬　
　

一
疋

　
　
　
　

以　

上

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

京
極
飛
騨
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

京
極
飛
騨
守
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
木
老
之
助

⑤ 　

「
目　

録
」

　
　
　

御　

肴　
　
　

一
折

　
　
　

御
樽
代　
　
　

三
百
疋

　
　
　
　

已　

上　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
飛
騨
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

京
極
飛
騨
守
使
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

谷
口
藤
太
夫

⑥ 　

「
目　

録
」　
　

　
　
　
　

　
　
　

越
後
晒　
　

一
反

　
　
　

御　

樽　
　

一
荷

　
　
　

御　

肴　
　

一
折

　
　
　

御
扇
子　
　

一
箱

　
　
　
　

以　

上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
飛
騨
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
飛
騨
守
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
木
老
之
助

（
上
段
）

⑦　

「
藤
澤
先
生
御
招
手
續
」　

　
　
　
　

　
　
　
　

藤
澤
先
生
御
招
手
續　
　
　
　
　

一　

当
日
御
側
使
者
を
以
、
尚
又
御
頼
被　

　
　

仰
込
候
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

但
御
使
者
麻
上
下
着
用
、
若
党
草

　
　
　

履
取
各
壱
人
ツ
ヽ
召
連
候
事

一　

右
御
使
者
付
添　

御
城
入
追
手　

　
　

外
よ
り
自
分
若
黨
壱
人
先
江

　
　

御
城
入
為
致
、
御
廣
間
銅
篭
之
間
江

　
　

註
進
、
尚
又
御
門
前
ニ
而
見
歩
使
相

　
　

兼
雁
木
坂
御
門
出
を
見
受
、
再

　
　

註
進
致
候
事

一　

君
公
麻
御
上
下
御
服
紗
ニ
而
御
使
者
間

　
　

御
廊
下
邊
ま
て　

御
出
迎
、
何
れ
も

　
　

麻
上
下
着
用
、
御
式
臺
御
取
次
壱
人

（
下
段
）

⑧　

「
京
極
飛
騨
守
内
田
村
多
門
書
状
」　
　

　
　

以
手
紙
得
貴
意
候
、
寒
冷

　
　

之
節
御
座
候
處
、
各
様
弥

　
　

御
安
泰
被
成
御
凌
奉
賀
候

　
　

然
者
、
先
達
小
生
義

　
　

為
使
者
罷
出
候
節

　
　

先
生
御
入
来
之
日
根
（
限
）
相
伺
候

　
　

処
、
明
八
日
御
差
支
無
御
座

　
　

御
模
様
ニ
付
、
弥
明
日
御
請
待

　
　

被
申
上
度
含
ニ
御
座
候
、
依
之

　
　

小
生
明
八
日
四
ツ
時
出
宅
ニ
而

　
　

為
御
迎
可
罷
出
旨
、
飛
騨
守

　
　

被
申
付
候
間
、
何
れ
九
ツ
時
頃

　
　

参
着
可
仕
と
奉
存
候
、
御
都
合
も　
　

　
　

可
有
御
座
と
奉
存
候
間
、
御
案
内
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継
上
下
着
用
、
下
坐
敷
江
罷
出
、
留
人

　
　

壱
人
誘
引
被
遊　

御
出
迎
候
御
場

　
　

處
ニ
而　

御
名
御
出
迎
被
申
候
趣
候
旨

　
　

申
述
平
伏
、
夫
よ
り
御
誘
引
ニ
而
於
表

　
　
　
　

御
書
院　

御
對
面

一　

引
續
、
御
熨
斗
三
方
御
茶
御
煙

　
　

草
盆
御
火
鉢
被
差
出
候
事

　
　
　
　

但
惣
而
御
小
姓
御
給
仕
之
事

　
　
　

右
相
済
一
旦　

御
退
坐

一　

何
れ
も
罷
出
挨
拶
申
述
、
暫
時

　
　

休
息

一　

御
居
間
御
都
合
出
来
次
第

　
　

君
公
御
出
坐
、
御
用
人
誘
引
ニ
而

　
　

先
生　

御
居
間
江
被
罷
出
、
引
續

　
　

何
れ
も
始
諸
士
一
同
御
次
江
伺
公
、
御

　
　

講
釋
相
始
候
事

　
　
　
　

惣
而
前
後
差
引
御
側
役
取
扱
之
事

　
　
　

但　

御
側
役
麻
上
下
着
用
御
給
人

　
　
　
　
　

以
上
御
取
次
継
上
下
着
用
之
事

一　

御
講
釋
相
済
、
於　

御
居
間
御
盃

　
　

事
被
遊
候
事

　
　
　
　

御
献
立
左
之
通

　
　
　
　
　

御
吸
物

　
　

旁
各
様
迄
申
上
置
候
間
、
若

　
　

又
御
差
支
等
も
御
座
候
ハ
ヽ

　
　

被
仰
知
可
被
下
候
、
右
御
問
合

　
　

可
得
貴
意
如
斯
御
座
（
候
）、
以
上　

 

（
嘉
永
四
年
）　

　
　
　
　

十
一
月
七
日

 　

（
上
封
書
）

　

瓦
町
弐
丁
目　
　
　

京
極
飛
騨
守
内

　
　

藤
澤
先
生　
　
　
　
　
　

田
村
多
門　

　
　
　
　

御
門
人
中
様

ⅰ　

使
者
と
し
て
泊
園
書
院
に
出
向
く
家
臣
田
村

　

の
書
状
。
田
村
は
豊
岡
藩
家
中
と
思
わ
れ
る
。

ⅱ　

午
前
十
時
頃
に
城
を
出
発
、
瓦
町
の
泊
園
書

　

院
で
出
迎
え
、
城
内
中
小
屋
屋
敷
へ
の
到
着
は

　

正
午
頃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
⑧
）

⑨　

 

「
京
極
飛
騨
守
内
舟
木
老
之
助
書
状
」

　
　

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
酷
寒

　
　
　
　
　
　

御
盃
打

　
　
　
　
　

御
銚
子

　
　
　
　
　

御
小
皿
肴

　
　
　
　
　

御
銚
子

　
　
　
　
　

御
肴

　
　
　
　
　

御
銚
子

一　

此
處
ニ
而
宜
御
用
御
坐
候
様
御
挨
拶

　
　

被
遊
、
様
子
御
見
計
御
別
盃
之

　
　

御
沙
汰
有
之
、
次
第
左
之
通

　
　
　
　
　

御
土
器　

御
三
方

　
　
　
　
　

御
取
肴　

巻
鯣

　
　
　
　
　

御
銚
子

　
　

御
盃
事
相
済
、
於
別
席
御
支
度

　
　

被
差
出
候
間
、
寛
々
御
用
御
坐
候
様
ニ
と

　
　

御
挨
拶
、
退
引
之
節
御
用
人
誘
引

一　

於　

御
書
院
、
左
之
御
料
理
被
差
出
候

　
　
　

但
御
給
仕
御
徒
士
ニ
而
相
勤
候
事

　
　
　
　

献
立
左
之
通

　
　
　
　

御
平
皿　

御
汁

　
　
　
　
　

御
香
物　

御
飯

　
　
　
　
　
　
　

御
焼
物　

　
　
　
　
　
　
　

御
硯
蓋

　
　
　
　
　
　
　

御
差
身

　
　

御
座
候
得
共
益
御
安
泰
可
被
成

　
　

御
座
奉
南
山
候
、
然
者
先
日
ハ

　
　

為
名
代
参
堂
仕
候
處
、
段
　々

　
　

御
腆
念
之
御
取
扱
被
成
降

　
　

忝
仕
合
奉
存
候
、
早
速
御
禮

　
　

可
申
上
候
處
、
彼
是
取
紛
罷
在

　
　

其
義
無
御
座
、
恐
縮
之
至
奉
存
候

　
　

此
段
、
御
仁
恕
可
被
成
下
候

　

一
過
日
者
、
右
為
御
挨
拶
札
場
迄　
　

　
　

御
来
駕
、
其
上
被
為
入
御
念
候　

　
　

御
書
表
之
趣
、
則
寡
君
江

　
　

申
聞
候
處
、
毎
々
御
丁
寧
之

　
　

御
取
扱
却
而
被
致
迷
惑
候

　
　

事
ニ
御
座
候
、
尚
宜
申
上
候
様
申
付
候

　
　

乍
略
義
、
此
段
申
上
候

　

一
先
日
参
堂
之
節
、
申
上
候

　
　

但
馬
天
民
方
江
大
銃
為　
　
　

　
　

御
一
見
被
成
御
出
候
義
、
来
ル
十
六
日

　
　

昼
比
よ
り
御
差
支
も
無
御
座
候
者

　
　

御
供
仕
度
奉
存
候
、
萬
々
一

　
　

御
故
障
之
御
義
御
座
候
得
者

　
　

十
七
日
ニ
而
も
宜
御
座
候
得
と
も

　
　

定
而
十
七
日
ニ
ハ
平
野
江
可
被
成
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御
酒

　
　
　
　
　
　
　

御
湯

　
　
　
　
　
　
　

御
茶

　
　
　
　
　
　
　

御
菓
子

　
　
　
　

右
支
度
中
御
用
人
を
以
、
宜
御
用

　
　
　
　

御
坐
候
様
被　

仰
出
候
事

一　

退
引
之
節
、
都
而
被
罷
出
候
節
之
通

　
　
　
　

但
送
迎
共
若
黨
弐
人
駕
三
人

　
　
　
　

草
り
取
壱
人
、
雨
天
ニ
候
得
ハ
雨
具

　
　
　
　

持
壱
人

一　

付
添
致　

御
城
入
候
御
使
者
大
手

　
　
　
　

外
ま
て
送
出
、
見
計
引
取
候
事

ⅰ　

君
公
と
は
豊
岡
藩
主
京
極
高
厚
、
弘
化
四
年

　

十
二
月
に
襲
封
、
当
時
、
十
九
歳
。

ⅱ　

大
坂
城
内
へ
の
進
路
は
、
大
手
門
か
ら
入
り
、

　

二
の
丸
を
東
に
進
み
、
雁
木
坂
門
を
通
過
し
、

　

市
正
曲
輪
に
あ
る
中
小
屋
屋
敷
に
到
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
⑦
）

　
　

御
出
哉
ニ
奉
存
候
、
十
八
日
よ
り
末
ハ

　
　

都
合
不
宜
趣
、
天
民
よ
り
申
越
候　
　

　
　

又
十
五
日
よ
り
内
ハ
小
生
差
支
御
座
候

　
　

ニ
付
、
外
出
仕
兼
候
、
此
段
御
模

　
　

様
承
知
仕
度
奉
存
候

　
　

右
等
之
趣
申
上
度
、
如
斯

　
　

御
座
候
、
頓
首

 

（
嘉
永
五
年
）

　
　
　

正
月
十
三
日

ⅰ　

筆
者
不
明
だ
が
、
筆
跡
よ
り
家
老
舟
木
老
之

　

助
と
推
定
。

ⅱ　

城
内
の
大
名
は
そ
れ
ぞ
れ
城
外
に
札
場
と
札

　

場
町
人
を
置
き
、
鑑
札
で
出
入
り
を
管
理
し
た
。

ⅲ　

但
馬
天
民
は
但
馬
出
身
の
医
師
。
当
時
、
大

　

坂
堂
島
に
住
む
。
子
の
千
里
は
大
塩
中
斎
門
人

　

で
、
彼
の
死
後
、
東
畡
門
人
と
な
る
。

ⅳ　

平
野
含
翠
堂
へ
は
弘
化
四
年
以
降
、
毎
月
七
、

　

十
七
、
二
十
七
と
出
講
し
、
出
講
料
は
年
銀

　

三
百
目
（『
平
野
含
翠
堂
史
料
』
清
文
堂
出
版
、

　

一
九
七
三
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
⑨
）

⑩　

京
極
飛
騨
守
内
猪
子
左
家
太
書
状

　
　

尊
書
拝
讀
仕
候

　
　

如
仰
、
不
同
之
氣
候

　
　

御
座
候
所
、
益
御
康
健

　
　

被
成
御
勤
心
奉
恐
悦
候

　
　

陳
者
、
去
十
八
日
飛
騨
守　

　
　

不
快
ニ
付
、
当
日
之
御
光　
　
　

　
　

来
御
延
引
被
成
下
候
様

　
　

以
使
者
被
申
上
、
其
後

　
　

之
容
体
御
尋
被
成
下
候

　
　

趣
、
即
申
聞
候
所
、
段
々

　
　

御
腆
念
之
至
篤
忝

　
　

仕
合
、
不
快
逐
々
快
方
江

　
　

被
相
趣
候
間
、
御
掛
念
被
成

　
　

下
間
敷
被
奉
存
候
、
此
段

　
　

私
よ
り
宜
及
御
請
候
様
被
申
付

　
　

如
此
御
座
候
、
拝
手

 

（
嘉
永
五
年
）

　
　
　

三
月
廿
三
日　
　

猪
子
左
家
太

　
　

藤
沢
東
畡
先
生

　
　
　
　
　
　

閤
下

　
　

京
極
飛
騨
守
内
舟
木
老
之
助
書
状

　
　

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
薄
暑

　
　

相
成
候
處
益
御
萬
祥
被
成

　
　

御
座
奉
南
山
候
、
然
者
今
日

　
　

御
會
日
ニ
御
座
候
ニ
付
、
毎
々
通　

　
　

之
刻
限
ニ
御
迎
之
者
差
出

　
　

可
申
處
、
都
合
之
義
も
御
座
候
間

　
　

四
半
時
比
よ
り
罷
出
候
様
可
申
付

　
　

依
之
、
昼
御
早
支
度
ニ
而
九
時
よ
り

　
　

御
来
駕
被
降
候
様
仕
度
奉
存
候

　
　

委
細
者
、
後
刻
御
迎
之
者
よ
り

　
　

可
申
上
候
得
と
も
、
御
都
合
も
可
有

　
　

御
座
哉
ニ
付
、
一
応
申
上
置
候
、
頓
首

 

（
嘉
永
五
年
）

　
　
　
　

四
月
十
八
日　
　

舟
木
老
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

二
白
、
御
内
々
申
上
候
本
文
都
合
之
義
与

　
　

申
ハ
外
之
事
ニ
無
御
座
、
九
時
比
よ
り
八
時

　
　

比
ま
て
毎
々
通
御
講
釋
相
願
、
夫
よ
り

　
　

寡
君
御
相
伴
ニ
而
麁
酒
被
差
上
候
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尚
々
一
同
江
御
傳
言
之
趣
申
聞
候
處

　
　

尚
又
私
共
よ
り
宜
申
上
候
様
相
頼
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首

ⅰ　

三
月
十
八
日
の
出
講
は
藩
主
の
体
調
不
良

　

で
延
期
と
な
っ
た
こ
と
を
詫
び
、
快
方
に
向

　

か
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
⑩
）

　
　

京
極
飛
騨
守
内
猪
子
左
家
太
書
状

　
　

尊
書
拝
讀
仕
候
、
如
仰

　
　

日
々
炎
熱
御
座
候
所　

益

　
　

御
清
祥
被
成
御
起
居

　
　

奉
恐
悦
候
、
爾
者
一
昨
日
以
使

　
　

者
昨
日
之
御
来
駕
、
飛
騨
守
方
江

　
　

無
拠
差
支
御
座
候
ニ
付
御
断　

　
　

申
上
、
尚
又
来
月
三
四
五
日
之
中
ニ

　
　

御
光
来
被
成
下
候
様
被
申
上
候
所

　
　

御
承
知
被
成
下
、
先
三
日
ト
御
容

　
　

可
被
成
下
哉
之
段
、
即
飛
騨
守
江

　
　

申
聞
候
所
、
何
之
差
支
も
無
御
座
候

　
　

間
、
其
日
ニ
御
来
臨
被
成
下
候
様

　
　

仕
度
、
尚
又
無
拠
支
等
も
出
来

　
　

積
ニ
御
座
候
、
尚
又
昼
後
之
御
心
組
も

　
　

可
有
御
座
歟
ニ
付
、
極
内
申
上
置
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

ⅰ　

講
義
は
通
常
、
正
午
か
ら
午
後
二
時
頃
ま
で

　

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
し
ば
し
ば
酒
宴
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
⑫
）

⑬　
 

「
京
極
飛
騨
守
内
舟
木
老
之
助
書
状
」

　
　

一
翰
拝
啓
仕
候
、
残
暑
難
堪

　
　

御
座
候
處
、
益
御
萬
祥
可
被
成

　
　

御
座
奉
南
山
候
、
然
者
兼
而
今
日　

　
　

御
會
期
之
處
、
差
懸
無
拠

　
　

故
障
之
義
出
来
仕
候
間
、
毎
時

　
　

自
由
ヶ
間
敷
御
座
候
得
共
、
今
日
之
所

　
　

御
延
引
、
乍
御
苦
労
明
朝

　
　

御
来
駕
被
成
降
度
、
呉
々
も

　
　

毎
節
御
違
約
之
段
、
乍
不
都
合

　
　

何
分
宜
御
承
知
可
被
成
下
候
、
此
段

　
　

御
断
御
頼
宜
得
鳳
慮
旨
、
飛
騨
守

　
　

被
申
付
候
条
、
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　

申
聞
候
所
、
何
之
差
支
も
無
御
座
候

　
　

間
、
其
日
ニ
御
来
臨
被
成
下
候
様

　
　

仕
度
、
尚
又
無
拠
支
等
も
出
来

　
　

仕
候
者
、
其
節
申
上
候
段
被
申
聞
候

　
　

右
為
御
請
以
寸
楮
如
斯

　
　

御
座
候
、
頓
首

　

 

（
嘉
永
五
年
）

　
　
　

三
月
廿
九
日　
　

猪
子
左
家
太

　
　

東
畡
藤
沢
先
生

　
　
　
　
　
　

書
窓
下

　
　

再
白
、
日
々
之
毒
熱
堪
兼
申
候
折

　
　

角
、
御
保
摂
奉
黙
祈
候
、
當
月
者

　
　

月
番
中
ニ
付
一
同
他
出
出
来
不
申　
　

　
　

夫
故
心
外
御
無
音
申
上
候
、
来
月
者

　
　

何
卒
罷
出
度
奉
存
候
、
御
序
も
御
座
候
者

　
　

林
江
も
宜
御
致
聲
被
成
下
候
様
、
乍
憚
奉

　
　

希
候
、
萬
縷
奉
期
拝
謁
之
時
候
、
不
具

ⅰ　

三
月
二
十
八
日
の
出
講
は
、
藩
主
高
厚
の
都
合

　

で
中
止
と
な
り
、
代
講
が
四
月
三
日
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
⑪
）  

（
嘉
永
五
年
）

　
　
　

六
月
二
十
四
日

　
　

藤
澤
老
先
生　
　

舟
木
老
之
助

　
　
　
　
　

左
右　
　
　
　
　

頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
⑬
）
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以
上
の
よ
う
に
、
①
～
⑥
が
目
録
で
あ
る
に
対
し
、
⑦
～
⑬
は
、
講
義
初
日
で
あ
る
嘉

永
四
年
十
一
月
八
日
か
ら
翌
五
年
六
月
二
十
四
日
ま
で
の
東
畡
の
出
講
に
か
か
わ
る
諸
連

絡
が
、
藩
主
高
厚
の
家
臣
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
書
状
群
で
あ
る
。
加
番
の
交

代
は
八
朔
、
八
月
朔
日
に
行
わ
れ
る
決
ま
り
が
あ
る
の
で
、
そ
の
三
ヵ
月
余
り
の
ち
に
最

初
の
進
講
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
舟
木
ほ
か
複
数
の
家
臣
が
仲
立
ち
を
し
て
い
る

が
、
中
心
は
舟
木
老
之
助
と
猪
子
清
で
あ
っ
た
（
写
真
４
）。

　

視
点
を
東
畡
に
移
し
て
み
る
と
、
そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
。
八
月
二
十
七
日
付
で
御
前
高

厚
公
か
ら
白
銀
一
枚
の
恵
投
を
受
け
た
こ
と
へ
の
礼
状
が
残
さ
れ
て
お
り
、
東
畡
は
「
猪

子
君
に
令
状
を
送
っ
た
が
、
執
事
か
ら
も
よ
ろ
し
く
」
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
嘉
永
四
年
十
二
月
十
一
日
付
で
は
、
但
馬
天
民
が
留
守
中
に
訪
ね
て
き
た
こ
と
、

西
洋
の
火
器
を
見
せ
た
い
の
で
豊
岡
藩
に
希
望
者
が
い
れ
ば
、
自
分
が
天
民
宅
ま
で
同
道

す
る
と
伝
え
、
天
民
の
住
所
を
「
堂
島
中
一
丁
目
、
大
丸
呉
服
店
の
一
筋
東
」
と
記
し
て

い
る
（
と
も
に
兵
庫
県
公
館
県
政
資
料
館
所
蔵
）。
天
民
の
名
は
、「
尊
道
巻
」
の
⑨
に
見

え
、「
但
馬
天
民
方
江
大
銃
為
御
一
見
被
成
」
と
い
う
記
述
と
「
西
洋
火
器
」
は
連
続
す

る
内
容
で
あ
ろ
う
。
東
畡
の
進
講
は
、
藩
主
高
厚
へ
の
「
論
語
」
の
講
釈
と
い
う
範
囲
を

超
え
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。

　
　

む
す
び
に
代
え
て
―
豊
岡
藩
か
ら
見
た
藤
澤
東
畡
―

　

こ
れ
ま
で
泊
園
書
院
と
東
畡
に
と
っ
て
の
豊
岡
藩
京
極
家
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
論
じ

て
き
た
が
、
同
時
に
検
討
す
べ
き
は
、
豊
岡
藩
に
と
っ
て
の
泊
園
書
院
の
位
置
で
あ
る
。
こ

の
点
を
知
る
に
は
、
泊
園
書
院
サ
イ
ド
で
な
く
、
豊
岡
藩
サ
イ
ド
か
ら
考
察
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
。
幸
い
舟
木
家
文
書
中
に
、
豊
岡
藩
が
大
坂
加
番
を
勤
め
る
前
後
の
期
間
、
家
老
で

あ
る
舟
木
家
当
主
が
記
し
た
記
録
が
あ
る
。
第
五
代
外
記
直
温
と
第
六
代
老
之
助
直
寅
で

あ
る
。
こ
の
父
子
は
と
も
に
筆
ま
め
で
、
江
戸
・
国
許
を
問
わ
ず
、
執
務
の
記
録
を
「
御
用

日
記
」（「
紳
」
と
名
付
け
る
）「
御
要
用
日
録
」「
御
用
控
」
な
ど
と
し
て
残
し
て
い
る

（
注
９
）。

弘

化
四
（
一
八
四
七
）
年
十
一
月
ま
で
が
外
記
直
温
で
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
正
月
か
ら

が
老
之
助
直
寅
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
、
弘
化
四
年
十
二
月
に
藩
主
が
、
八

代
高
行
か
ら
九
代
高
厚
に
代
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
嘉
永
二
年
八
月
、
新
藩
主
高
厚
は
駿
府

加
番
を
勤
め
、
四
年
に
は
、
大
坂
加
番
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
老
之
助
直
寅
に
よ
っ
て
、

東
畡
を
招
聘
し
た
経
緯
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
必
要
な
事
項
を
抜
粋
し
、
表
に
し
て
掲
げ
た
。

写真４（上段猪子⑪・下段舟木⑬）
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そ
れ
を
見
る
と
、
加
番
中
の
十
月
二
十
五
日
、
突
如
と
し
て
東
畡
招
聘
の
記
事
が
見
え

る
。
使
者
と
し
て
泊
園
書
院
を
訪
れ
た
舟
木
は
、
快
諾
を
得
て
「
新
鮮
鯛　

一
折
料　

金
二
百
疋　

御
樽
代　

金
五
百
疋
」
を
贈
り
、「
供
廻
騎
馬
御
家
老
」
と
名
を
認
め
る
が
、

そ
れ
は
「
尊
道
巻
」
の
①
目
録
で
あ
る
。
同
じ
く
嘉
永
五
年
正
月
八
日
の
年
始
挨
拶
と
し

て
贈
ら
れ
た
太
刀
と
馬
は
、
④
目
録
で
あ
る
。
「
尊
道
巻
」
に
欠
く
日
付
が
、
そ
こ
に
は

記
さ
れ
て
い
る
。

　

初
講
の
あ
っ
た
十
一
月
八
日
、
舟
木
は
御
迎
御
使
者
と
し
て
駕
供
廻
・
若
党
を
伴
っ
て

泊
園
書
院
に
向
か
う
が
、
そ
の
様
子
を
こ
う
記
す
（
□
は
欠
損
を
示
す
）。

一　

君
公
麻
御
上
下
御
服
紗
、
同
使
者
之
間
廊
下
ま
で　

御
出
迎
、
何
れ
麻
上
下　

御

　

式
台
御
取
次
継
上
下
、
下
座
敷
用
人
誘
引
、
表
御
書
院
に
て
御
対
面
、
□
□
御
茶
煙

　

草
盆
火
鉢
出　

御
退
座
、
何
れ
も
応
対

一　

御
居
間
御
出
座
、
御
側
用
人
誘
引
、
何
れ
も
始
諸
士
一
同
御
次
江
伺
公
、
御
講
釈

　

有
之
論
語
義
也

一　

右
に
て
矢
張
御
居
間
ニ
而
御
盃
事
、
畢
於
表
御
酒
御
吸
物
御
肴
□
□
□
本
膳
一
汁

　

三
菜
也
、
御
料
理
御
菓
子
等
被
下
候
、
何
れ
も
取
持
徒
士
給
仕
、
帰
之
節　

君
公
始

　

御
見
送
如
始
也

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
藤
澤
先
生
御
招
手
続
」
の
筆
者
は
舟

木
と
断
定
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
講
釈
の
記
事
は
そ
の
後
、
四
月
・

七
月
と
出
、
七
月
二
十
日
に
は
泊
園
に
出
向
き
、
縮
緬
な
ど
の
贈

答
の
使
者
を
勤
め
る
が
、
そ
れ
は
目
録
の
⑥
で
あ
る
。
そ
れ
が
講

義
の
修
了
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
東
畡
が
讃
岐
古
高
松
の
門
人
揚
小

四
郎
に
宛
て
た
七
月
晦
日
付
の
手
紙
で
わ
か
る

（
（注

（
注

。

　

御
城
内
之
義
、
当
月
十
八
日
満
講
之
後
、
御
鰒
抔
殊
之
外
御
丁

　

寧
、
二
十
日
大
夫
舟
木
氏
御
名
代
御
挨
拶
御
坐
候

　

こ
れ
に
続
け
て
「
小
生
之
浅
学
不
徳
ニ
て
、
御
国
之
文
明
ヲ
汚

サ
ザ
ル
様
ニ
相
仕
舞
候
事
、
大
幸
之
至
」
と
記
し
、
進
講
が
東
畡

に
と
っ
て
、
い
か
に
大
き
な
仕
事
で
あ
っ
た
か
告
白
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
名
誉
を
得
た
東
畡
に
対
し
舟
木
は
、
進
講
の
労
を

執
っ
た
こ
と
に
対
し
、
藩
公
か
ら
賞
美
を
受
け
、
知
行
高
も
加
増
、

地
位
も
御
側
御
用
人
か
ら
御
側
年
寄
に
昇
進
し
て
い
る
。
京
極
高

2 月 9 日 当秋大坂加番水野日向守と交替の奉書国許に届く

3月 1日
当秋大坂加番に付き用意方引き受ける、要用はなるだ
け省略、手当も規定の内二歩減少の旨、達しあり

7月 8日 諸士条目読み聞かせ

7月 23 日 明朝大坂表へ向け、国許発足の指示

7月 24 日 暁八ツ時より大坂勤番の諸士、追々入来、七ツ時発足

7月 27 日 夜五ツ時大坂下宿へ組一同揃いの到着

7月 28 日 自分はじめ一同本陣へ詰め、殿を迎える用意

7月 29 日
暁八ツ頃、御着舟の知らせあり本陣へ詰める、七ツ時
ご機嫌よく御着館、一同拝謁

8月 2日 仮御城入り

8月 4日
八ツ半時供揃にて本陣発駕、大手前に控え行列、六ツ
の太鼓で水野家人数出払い、入れ替わり入城交代

10 月 25 日
今朝六ツ時より出宅、藤澤先生へ御招待講釈頼みの使
者承知の返事あり

11 月 8 日 藤澤先生講釈、御迎え使者勤める

12 月 9 日 講釈首尾よく賞美を受ける

12 月 25 日 加番中用事務向きよく賞美を受ける

正月 8日 藤澤先生へ年詞使者勤める

4月 18 日 藤澤先生講釈

4月 27 日 母様と面会（28 日帰国）

5月 5日 知行 2000 石加増、御側年寄拝命

5月 25 日 御内用につき京都へ出向く（29 日帰館）

7月 17 日 藤澤先生講釈

7月 20 日 藤澤先生に御礼挨拶

7月 26 日 去る秋以来出精に付き賞美を受ける

8月 7日 供揃いの上、城出（江戸着館は 20 日）

舟木老之助「御用日記」（嘉永 4年～ 5年）に見る主要記事
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厚
へ
の
東
畡
進
講
は
、
泊
園
書
院
だ
け
で
な
く
、
舟
木
個
人
に
と
っ
て
も
記
念
す
べ
き
出

来
事
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
出
会
い
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
、
最
後
に
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
る
。

　

手
掛
か
り
と
な
る
の
は
舟
木
家
文
書
で
あ
る
。
そ
の
中
に
舟
木
外
記
直
温
の
事
績
を
記

し
た
「
舟
木
外
記
事
績
書
」
が
残
る
。
舟
木
外
記
は
老
之
助
直
寅
の
実
父
で
、
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
か
ら
弘
化
四
年
（
一
八
四
五
）
の
長
き
に
わ
た
り
、
御
側
中
老
・
御
側
年

寄
・
御
側
年
寄
上
座
を
勤
め
、
嘉
永
初
年
に
老
之
助
直
寅
に
代
わ
る
。
そ
の
事
績
は
財
政

整
理
・
人
材
養
成
・
救
荒
・
産
業
・
海
岸
防
備
に
及
ぶ
が
、「
学
舎
ヲ
経
営
シ
師
儒
ヲ
招

聘
シ
テ
学
バ
シ
メ
ン
」
と
八
代
藩
主
京
極
高
行
に
説
い
て
、
天
保
六
年
、
稽
古
堂
を
設
立

す
る
。
師
と
し
て
招
い
た
の
は
、
京
都
の
儒
家
猪
飼
敬
所
（
一
七
六
一
～
一
八
四
五
）
で

あ
っ
た
。
敬
所
は
開
堂
式
で
も
講
話
し
、
み
ず
か
ら
記
し
た
「
稽
古
堂
記
」
が
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
（『
豊
岡
市
史
』
上
巻
、
一
九
八
一
）。

　

そ
の
後
、
伊
勢
藤
堂
藩
の
賓
師
と
な
っ
て
豊
岡
藩
を
離
れ
た
敬
所
の
跡
を
受
け
た
の
は
、

紀
州
藩
江
戸
藩
邸
の
儒
者
遠
藤
白
鶴
で
、
藩
主
高
行
が
、
そ
の
高
説
を
聞
く
機
会
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
招
い
た
と
い
う
。
白
鶴
の
作
で
、
江
戸
の
稽
古
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
扁
額

が
残
る
（『
豊
岡
市
史
』
上
巻
）
ほ
か
、
舟
木
家
に
も
扁
額
（
木
版
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

年
紀
は
天
保
十
五
年
だ
が
、
末
尾
に
「
嘉
永
四
年
孟
春
豆
斎
舟
木
直
寅
誌
」
と
署
名
さ
れ

て
い
る
。
老
之
助
直
寅
が
藤
沢
東
畡
と
出
会
う
の
は
、
そ
の
年
嘉
永
四
年
十
月
で
あ
る

（
（注

（
注

。

　

二
月
に
は
通
常
、
大
坂
加
番
の
決
定
が
当
該
藩
の
江
戸
屋
敷
を
通
じ
て
国
許
に
も
伝
え

ら
れ
る
が
、
老
之
助
直
寅
そ
の
人
は
、
嘉
永
二
年
八
月
か
ら
三
年
九
月
の
間
、
藩
公
の
駿

府
加
番
に
随
行
し
て
駿
府
に
い
た
。
そ
し
て
翌
四
年
、
大
坂
加
番
と
な
る
こ
と
で
来
坂
す

る
。
そ
こ
で
は
江
戸
の
遠
藤
白
鶴
に
代
わ
る
儒
者
が
大
坂
で
求
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

ど
う
し
て
藤
澤
東
畡
が
浮
上
し
た
の
か
、
そ
の
事
情
を
物
語
る
史
料
は
見
い
だ
せ
て
い
な

い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

嘉
永
四
年
八
月
、
勤
め
を
終
え
た
高
厚
は
、
老
之
助
ら
と
と
も
に
江
戸
に
参
府
す
る
。

そ
の
一
方
、
東
畡
と
老
之
助
と
の
文
通
は
、
継
続
し
て
い
た
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

と
推
定
さ
れ
る
老
之
助
宛
て
の
手
紙
で
東
畡
は
、
藩
主
の
眼
病
を
案
じ
て
、「
大
坂
に
は

目
の
良
医
は
い
な
い
が
、
御
保
養
専
一
に
」
と
伝
え
て
い
る
。
「
愚
生
最
早
六
十
三
老
衰
」

と
こ
ぼ
す
東
畡
で
あ
る
。

　

翌
四
年
十
一
月
十
七
日
、
東
畡
は
讃
岐
の
門
人
揚
小
四
郎
に
宛
て
近
況
を
知
ら
せ
る
が
、

そ
の
中
に
猪
子
左
家
太
（
清
）
が
登
場
す
る
。
「
豊
岡
之
藩
士
、
先
年
御
国
表
へ
同
伴
仕

候
猪
子
左
家
太
、
此
節
弊
塾
へ
入
居
申
候
」
と
あ
り
、
藩
主
高
厚
ら
が
大
坂
を
離
れ
た
嘉

永
五
年
八
月
以
降
も
、
猪
子
は
東
畡
の
身
近
に
お
り
、
東
畡
の
供
を
し
て
高
松
へ
行
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
彼
の
泊
園
書
院
へ
の
入
門
は
、
同
年
八
月
五
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
後
し
ば
し
ば
、
大
坂
の
書
院
に
滞
在
し
た
の
で
あ
ろ
う

（
（注

（
注

。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
藩
主
の

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

手
紙
に
は
、
老
中
脇
坂
安
菫
が
来
坂
中
で
台
場
を
巡
見
し
て
い
る
と
あ
り
、
ペ
リ
ー
に

続
く
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
来
港
の
結
果
、
大
坂
で
も
、
海
防
問
題
が
焦
点
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

当
時
、
猪
子
左
家
太
（
一
八
三
三
～
一
八
九
四
、
清
・
一
新
と
も
称
す
）
二
五
歳
。
同

六
年
（
一
八
五
九
）
に
は
、
二
七
歳
に
し
て
学
校
奉
行
兼
藩
校
総
取
締
に
就
任
す
る
。
幕

末
維
新
期
の
豊
岡
藩
を
担
う
新
人
材
で
あ
る
が
、
豊
岡
藩
に
は
も
う
一
人
、「
但
馬
聖
人
」

と
呼
ば
れ
た
池
田
草
庵
（
一
八
一
三
～
七
八
）
が
賓
師
と
し
て
い
た

（
（注

（
注

。

　

東
畡
よ
り
も
二
〇
歳
若
く
、
舟
木
外
記
（
直
温
）
の
死
去
（
弘
化
五
年
二
月
）
に
際
し

て
祭
文
を
詠
ん
で
い
る
。
「
十
年
之
交
不
徒
形
迹
」
と
あ
り
、
生
前
の
交
友
を
教
え
る
が
、

草
庵
が
豊
岡
藩
学
校
稽
古
堂
に
招
か
れ
る
の
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
一
月
十
一

日
と
は
る
か
に
後
年
で
あ
る
。
但
馬
八
鹿
の
宿
南
村
の
青
谿
書
院
を
出
た
草
庵
は
、
三
日

稽
古
堂
に
着
き
、
四
・
五
・
六
日
と
三
日
に
わ
た
っ
て
講
義
し
、「
君
公
」（
藩
主
高
厚
）
と

と
も
に
家
臣
一
同
が
聴
講
し
た
（
講
義
内
容
は
不
明
）。
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大
坂
で
の
藤
沢
東
畡
に
始
ま
っ
た
儒
学
者
に
よ
る
進
講
が
、
藩
主
高
厚
の
下
で
、
さ
ら
に

幕
末
に
か
け
て
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
豊
岡
藩
に
お
け
る
人
材
育
成
の
大
き

な
流
れ
と
し
て
理
解
し
て
お
き
た
い

（
（注

（
注

。

　

豊
岡
藩
の
よ
う
な
個
別
の
大
名
家
に
お
け
る
「
文
事
」
を
、
進
講
す
る
儒
者
の
側
と
、

聴
講
す
る
大
名
家
の
側
、
双
方
か
ら
解
き
明
か
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
双
方
の
史
料

が
揃
う
こ
と
が
前
提
だ
か
ら
で
あ
る
。
東
畡
の
進
講
記
録
で
あ
る
「
尊
道
巻
」
と
、
舟
木

や
猪
子
と
東
畡
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
、
さ
ら
に
当
事
者
舟
木
老
之
助
の
日
記
な
ど
が

揃
う
こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
泊
園
書
院
と
豊
岡
藩
の
事
例

は
、
き
わ
め
て
意
義
深
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
〇
二
五
年
一
月
一
五
日
記
）

【
注
】

（
１�

）
こ
の
研
究
事
業
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
『
幕
末
期
に
お
け
る
大
坂
・
大
坂
城
の
軍
事
的
役
割

と
畿
内
・
近
国
藩
』（
二
〇
一
九
年
三
月
）
が
出
て
い
る
。
な
お
二
〇
一
〇
年
以
降
一
九
年
に

か
け
て
、
今
井
修
平
氏
を
中
心
と
す
る
科
研
グ
ル
ー
プ
が
西
播
磨
の
小
藩
に
つ
い
て
継
続
的
に

調
査
研
究
を
進
め
て
い
た
が
、
発
想
に
共
通
の
モ
ノ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２�

）『
近
世
京
都
・
大
坂
の
幕
府
機
構
』（
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
の
著
者
菅
良
樹
氏
や
、「
徳

川
時
代
大
坂
城
関
係
史
料
集
」
で
幕
末
、
藩
主
本
多
忠
鄰
が
勤
め
た
京
橋
定
番
の
記
録
を
公
刊

し
た
大
阪
城
天
守
閣
宮
本
祐
次
氏
ら
の
業
績
が
導
き
と
な
っ
た
。
調
査
に
際
し
て
は
当
時
、
財

団
理
事
長
で
あ
っ
た
横
井
時
成
氏
ら
の
配
慮
を
得
た
。

（
３��

）
藪
田
「
宍
粟
山
崎
藩
天
保
六
年
大
坂
在
番
日
誌
」
一
～
三
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
『
塵
界
』

二
八
～
三
〇
、
二
〇
一
七
～
一
九
年
）
。
同
「
大
坂
加
番
と
藩
政
―
播
磨
宍
粟
山
崎
藩
本
多
家

の
場
合
―
」
『
塵
界
』
三
二
、
二
〇
二
一
）
。

（
４��

）
豊
岡
市
の
舟
木
家
文
書
調
査
に
つ
い
て
は
、豊
岡
市
出
土
文
化
財
整
理
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
当
時
）

の
石
原
由
美
子
氏
の
斡
旋
を
得
て
始
ま
っ
た
。
個
人
宅
で
の
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
大
限

の
便
宜
を
計
っ
た
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
舟
木
直
人
氏
と
令
夫
人
に
、
改
め
て
深
甚
の
謝
意
を
表

し
た
い
。

（
５��

）「
尊
道
巻
」
は
、「
豊
岡
藩
教
育
関
係
資
料
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
学
芸

員
（
当
時
）
松
井
良
祐
氏
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
（「
藤
沢
東
畡
と
豊
岡
藩
猪
子
清
」『
鴨
東
通
信
』

四
二
、二
〇
〇
一
年
）。

　

一
方
、
東
畡
の
猪
子
宛
書
状
は
「
豊
岡
藩
維
新
幕
末
史
料
」
の
一
部
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い

る
が
、
猪
子
宛
の
複
数
の
人
士
に
よ
る
書
状
や
自
筆
日
記
「
日
慎
録
」
を
含
む
な
ど
、
猪
子
家

か
ら
出
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
企
画
県
民
部
管
理
局
文
書
課
が
所
蔵
す
る
東
畡
の
猪
子
宛

書
状
二
〇
点
余
も
、
そ
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
な
お
調
査
に
際
し
て
は
文
書
課
非
常
勤
嘱
託
伏

谷
聡
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

（
６��

）
泊
園
記
念
会
は
昭
和
三
六
年(

一
九
六
一)

に
設
立
さ
れ
、
翌
年
雑
誌
『
泊
園
』
が
創
刊
さ
れ
、

現
在
も
続
い
て
い
る
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
に
事
務
局
を
置
き
、
現
会
長
は
吾
妻
重
二

文
学
部
教
授
）。
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
に
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念

事
業
と
し
て
特
別
展
示
「
藤
沢
東
畡
・
南
岳
・
黄
鵠
・
黄
坡
と
石
濱
純
太
郎
の
学
統
」
と
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
教
育
と
泊
園
書
院
」
が
開
催
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
吾
妻

重
二
編
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、

そ
の
歴
史
が
一
望
で
き
る
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。
ま
た
同
二
十
六
年
秋
に
大
正
蘭
亭
会
百
年
記

念
事
業
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た
藪
田
・
陶
徳
民
編
『
泊
園
書
院
と
大
正
蘭

亭
会
百
年
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
、
小
論
「
泊
園
書
院
と
「
尊
道
巻
」

―
藤
沢
東
畡
と
そ
の
周
辺
―
」
を
発
表
し
て
い
る
。
当
時
の
調
査
に
際
し
て
は
、
学
芸
員
前
田

徹
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

（
７��
）『
第
二
十
二
回
泊
園
同
窓
会
誌
』
に
「
尊
道
巻
」
の
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
吾
妻

氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
８��

）
木
村
黙
老
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
新
聞
『
泊
園
』
二
四
号
（
昭
和
十
一
年
十
一
月
一
日
）

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
で
、
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日
、
神
宮
文
庫
で
の
調
査
と
な
っ
た
。
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な
お
御
城
入
儒
者
に
関
す
る
記
事
（
同
一
九
号
、
同
年
一
月
一
日
）
か
ら
も
、
昭
和
期
に
泊
園

書
院
の
下
で
、
東
畡
の
足
跡
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
ら
は
吾
妻

重
二
編
『
新
聞
「
泊
園
」』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
に
よ
る
。

（
９���

）
舟
木
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
『
報
告
書
』
に
共
同
研
究
者
高
久
智
久
氏
と
連
名
で
調

査
報
告
を
載
せ
て
い
る
。
古
文
書
は
挟
箱
・
鎧
櫃
・
薬
箱
に
分
か
れ
て
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
と

く
に
鎧
櫃
に
は
御
用
日
記
が
、
薬
箱
に
は
書
簡
類
が
収
納
さ
れ
て
い
た
。
「
御
用
日
記
」
と
薬

箱
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
目
録
が
付
け
ら
れ
、
高
久
が
御
用
日
記
を
通
じ
て
海
岸
防
備
に
つ
い
て
、

藪
田
が
舟
木
家
当
主
と
儒
者
の
交
流
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

（
10�
）『
藤
沢
東
畡
書
簡
集
』（
私
家
版
、
二
〇
一
四
年
）。
東
畡
の
出
生
地
香
川
県
東
か
が
わ
市
引

田
の
占
部
日
出
明
氏
ら
有
志
が
、
個
人
蔵
の
書
簡
集
二
六
〇
点
余
を
翻
刻
し
た
も
の
。
猪
子
清

書
簡
集
も
こ
う
し
た
形
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
11�
）
京
極
公
へ
の
進
講
に
つ
い
て
東
畡
の
揚
小
四
郎
宛
書
状
で
は
、
家
老
の
舟
木
が
九
月
頃
に
一

度
、
泊
園
書
院
を
訪
れ
、
十
月
二
十
日
頃
に
再
訪
し
た
折
、
進
講
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、

月
に
二
度
の
出
講
を
約
し
た
と
記
す
。
舟
木
の
日
記
で
は
、
十
月
二
十
五
日
に
承
諾
の
返
事
が

あ
っ
た
と
記
さ
れ
、
符
合
す
る
。
八
月
に
入
城
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
進
講
の
計
画
は
そ

の
後
す
ぐ
に
立
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
書
状
は
高
松
市
歴
史
館
企
画
展
『
知

の
巨
人
藤
澤
東
畡
展
～
没
後
百
五
十
年
記
念
～
』
図
録
（
平
成
二
十
五
年
）
に
写
真
と
と
も
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
12�
）
泊
園
書
院
の
門
人
と
し
て
の
猪
子
清
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
監
修
・
横
山
俊
一
郎
著
『
泊

園
書
院
の
人
び
と　

そ
の
七
〇
二
人
』（
清
文
堂
、
二
〇
二
二
年
）
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
13�
）
池
田
草
庵
か
ら
舟
木
子
新
に
宛
て
た
書
状
が
、
舟
木
家
文
書
中
に
残
っ
て
い
る
（
報
告
書
参

照
）。
な
お
草
庵
つ
い
て
は
全
集
の
ほ
か
、
木
南
卓
一
『
池
田
草
庵
』（
池
田
草
庵
百
年
祭
記
念

事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
七
六
年
）
な
ど
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

（
14�
） 

幕
末
維
新
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
旧
豊
岡
藩
士
の
遊
学
に
つ
い
て
は
、
村
尾
真
一
ら
慶

應
義
塾
へ
の
遊
学
者
を
中
心
に
論
じ
た
吉
家
定
夫
「
豊
岡
藩
と
慶
応
義
塾
」
と
題
す
る
論
考
が

あ
る
（
慶
応
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
一
七
、
二
〇
〇
五
）。
本
稿
が
第
一

幕
と
す
れ
ば
、
第
二
幕
に
当
た
る
論
考
で
あ
る
が
、
館
蔵
の
猪
子
清
関
係
資
料
も
駆
使
し
た
力

作
で
、
豊
岡
藩
遊
学
生
全
体
の
動
向
が
「
ま
ず
郷
里
の
青
谿
書
院
、
次
い
で
東
京
の
慶
応
義
塾
、

そ
し
て
東
京
大
学
へ
と
移
っ
た
」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
同
時
に
「
一
度
東
京
で
認
め
ら
れ

る
と
郷
里
に
戻
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
郷
里
豊
岡
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
ま
れ
で

あ
っ
た
」
特
徴
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。


